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肝 臟 糖 原 質 生 成 ニ 及 ボ ス 「カ ロ チ ン」

及 ビ 膽 汁 酸 ノ影 響

(第I報)

岡山醫科大學生化學教室(主 任清水教授)

西 岡 十 一

[昭和10年1月21日 受稿]

Aus dem Physiologisch-chemischen Institut der Okayama Med. Fakultat

(Vorstand: Prof. Dr. T. Shimizu).

Uber den Einfluss des Carotin und der Gallensaure 

auf die Glykogenie der Leber.

(I. Mitteilung.)

Von

Soichi Nisioka.

Eingegangen am 21. Jannar 1935.

Verfasser hat die Glykogenie aus 

Glukose in der Leber von Ratten unter 

parenteraler Zufuhr von Carotin mit oder 

ohne Cholsaure untersucht und gefunden, 

dass die Glykogenie der Leber durch 

Zufuhr einer adequaten Menge von Caro

tin oder Cholsaure stark gesteigert, da

gegen durch uberschussige Zufuhr der

selben herabgesetzt wird, und dass diese

 durch Carotin gesteigerte Glykogenie in 

der Leber bei Mitzufuhr von Cholsaure 

je nach dem Mengenverhaltnis noch 
weiter verstarkt wird. Das Carotin, 

welches bekanntlich als Nahrungsbe

standteil dem Organismus zugefuhrt 

wird, steht also mit der Gallensaure zu 

der Kohlehydratassimilation in der Leber 

in inniger Beziehung. (Autoreferat.)
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第1章　 緒 論

Vitamin Aガ 生體 内 新 陳 代 謝 調 節 ニ 必 要

缺 グ ベ カ ラザ ル物質 ナ ル コ トハVitaminA缺

乏症 ニ關 スル 實驗 ニ ヨ リ明 ナル モ各 種 養 素 ノ

新 陳 代 謝 トVitamin Aト ノ關 係 ニ 關 スル 詳

細 ナ ル文 獻 ハ非 常 ニ 少 ナ ク就 中含水 炭素 新 陳

代 謝 ニ關 スル モノ ニ於 テ然 リ.

Bamett1) u. Smith(1931)氏 等 ハVitamin

 A缺 乏症 ニ 於 テ 血 糖 及 ビ肝 臟 糖 原 質 ニ 著 明

ナ ル變 化 ナ キ コ トヲ報 告 セ リ,反 之 平 井2)氏

(1923)ハ 動 物 ヲ1箇 月半Vitamin A缺 乏 食 餌

ヲ以 テ飼 育 スル時 ハ高 度 ノ過血 糖症 ヲ起 ス事

テ報告 セ リ.更 ニ奥谷3)博 義 氏(1932)ハ 三 共

製Vitamin Aガ 正 常 家 兎 ノ蔗 糖 食 餌性 過 血 糖

ヲ抑 制 ス ル コ トヲ實驗 シVitamin Aノ 糖 同

化 作 用 ヲ推奬 セ リ.然 レ ドモ三 共Vitamin A

ガ 其 ノ中 ニVitamin Dガ 含 有 サル ル コ トハ

既 ニ明 ナ ル ニ ヨ リ奥 谷 氏 等 ノ實驗 成績 ガ眞 ニ

Vitamin Aノ ミノ作 用 ナ リヤ否 ヤ疑 問 ナ リ.

況 ンヤ近森4)(1932),結 城5)(1932)氏 等 ノ

實 驗 ニ於 テ 明 ナ ル 如 ク 「エ ル ゴ ス テ リ ン」

(Proviteimin D)ガ 正 常 家 兎 食 餌性 過血 糖 ヲ

著 シク抑 制 シ肝 臟 糖 原 質 生 成 ヲ促 進 シ得 ル ニ

於 テ ヲ ヤ.然 レ共 最 近 石 田6)氏(1933)ハ 「カ ロ

チ ン」及 ビGallosterinガ 家 兎血糖 ヲ低 下 ス ル

事 テ實驗 セ シ コ トハVitamin Aト 含 水 炭 素

新 陳代 謝 トガ 一定 ノ關 係 ヲ有 スル事 ヲ推 定 ス

ル ニ足 ラ ン.「 カ ロチ ン」ガVitamin Aノ 母

體 ニ シテ 生體 内 ニ於 テVitamin Aニ 變 化 ス

ル コ トハJh. Moore7)(1929)氏 以 來數 多 ノ學

者 ノ認 ムル處 ニ シテ氏 ハ1日 量0.01mgノ 純

「カ ロチ ン」ヲ用 ヒテ ヨク 白鼠 ノXerophthal

mieヲ 治癒 セ シ メVitamin A缺 乏症 ニ因 ス

ル發 育 不 全 ヲ囘 復 シ得 タ リ ト云 ヘ リ.然 レ共

M. Stephansou8)(1920), W. L. Wuliere,

 R. A. Morton u. G. C. Drummond(1929)

氏 等 ハ「カ ロチ ン」ノ生 理 的作 用 ハVitamin A

ノ ソ レ ト同 一 ナ ラザ ル成 績 ヲ得 タ リ.是 レ恐

ラク ハ氏 等 ノ實驗 方 法 ニ ヨルVitamin A缺

乏 症 ハ同 時 ニ「ヴ イ タ ミン」D缺 乏 症 ヲ件 ヘ ル

ニ因 ル結 果 ナ ル ベ キ コ トガH. v. Euler10),

 B. v. Euler, u. H. Hellstrom(1928)氏 等 ニ

ヨ リ證 明 サ レタ リ.尚 ホ最 近 川上11),金 兩 氏

(1931)ハ 「カ ロチ ン」及 ビVitamin Dテ 各 々

0.03mgテ 別 々 ニ 與 フ レバ奏 效 セザ ル ニ反 シ

之 等 ラ同 時 ニ與 フ シバVitamin A缺 乏症 ニ

奏 效 シ其 ノ眼疾 ヲ治癒 シ體 重 テ増 加 シ得 ル コ

トヲ發 表 セ リ.故 ニ普 通 實驗 的Vitamin A缺

乏症 ム於 ケルVitamin Aニ 關 ス ル實 驗 ニ於

テ ハ必 ズ共 ニVitamin Dヲ 考 慮 ニ入 レザ ル

ベ カ ラザ ル事 明 ナ リ.

飜 テVitamiai Dガ 膽 汁 酸 ノ生 成 ト密接 ナ

ル關 係 ヲ有 ス ル事 ハ東 氏12)(1930-32),田 中

(敬)及 ビ田中(敏)13)(1933)氏 等 ノ實 驗 ニ ヨ リ

明 ニ シテ近 森,結 城 氏等 ハ「エ ル ゴ ステ リン」

ノ肝 臟 糖 原 質 生 成 促進 作 用 ヲ コ レガ體 内 ニ於

テ先 ヅVitamin Dト ナ リ更 ニ之 ガ 膽 汁酸 ニ

移 行 スル 爲 ナ リ トセ リ.尚 ホ村 上14)氏Vita

min A缺 乏症 テ起 セル 海 〓 ニ於 テ其 ノ膽 汁 中

膽 汁酸 ノ排 泄 ガ著 シク減 少 ス ル 實 驗 ハVita
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mill AトVitamin D及 ビ膽 汁酸 ガ生 理 的 ニ

密 接 ナ ル關 係 ヲ有 スル コ トヲ推定 シ得 ベ シ.

更 ニ最 近 石 田15)氏ハ「カロ チ ン」ガ 「カル チ

ウ ム」及 ビ燐新 陳 代 謝 ニ對 シVitiamin D及 ビ

膽 汁酸 ト相 似 タ ル作 用 ヲ有 ス ル 事 ヲ 證 明 セ

リ.從 テ果 シテA-Avitaminoseニ 於 テ糖 同

化 作 用 ガ障碍 サ ル ル トス レバ 「カ ロ チ ン」ノ投

與 ニ ヨ リテハ 勿論 更 ニ膽 汁酸 ニ ヨ リテ モ或 ル

程度迄其ノ糖同化作用障碍ヲ除去シ得 ル可能

性十分ナ リ.

上述 ノ如キ文獻ヲ綜合 セシ結果Vitamin A

ノ生理的作用就中糖同化作用 トノ關係及ビ膽

汁酸 ノ糖同化ニ對スル知見 ヲ補遺スルタメニ

余 ハ先ヅ正常白鼠ニ「α-Carotin」及 ビ膽汁酸

ノ種 々ナル量 ヲ與ヘタル場合ニ於ケル肝糖原

質生成ノ状態 ヲ比較觀察セリ.

第2章　 實 驗 方 法

本實 驗 ハC. F. Cori16)氏 ノ實 驗 ニ 準 ジテ 行 ヒ タ

リ即 チ正 常 ナ ル 白 鼠100-120gハ モ ノ ヲ 選 ビ テ

次 ノ處 方 ニ ヨ リ完 全 食 餌 ニテ少 ナ ク トモ1週 間 以

上 飼育 シ タル後 實 驗 ニ供 シ タ リ.尚 ホ動 物 飼 育 室

ノ温度 ハ肝 臟 糖 原 質 量 ニ大 ナ ル影響 ヲ與 フル ヲ以

テ 常 ニ 一定 ニ保 チ タ リ.

食 餌:-米 粉　 86.0g

「カゼ イ ン」　 8.0g

鹽 類 混 合(Mccollum氏 鹽 類 混 合No. 185)　3.6g

「オ リザ ニ ン」　 1.0g

肝 油　 1.0 ㏄

對照實驗 トシテ24時 間飢餓 セル動物及 ビ24時

間 飢 餓 後1頭 ニ 就 キ50%葡 萄糖 溶液1.0ccヲ

「No. 4導 尿「カテ ーテル」ヲ以テ内服セ シメタル動

物 ニ就 キ肝臟糖 原質量 ヲ測定 セ リ.

本實驗 トシテハ動物 ヲ3群 ニ分 チ其 ハ第1群 ニ

ハ24時 間 飢餓 後1頭 ニ就 キ50%葡 萄 糖 溶 液1.0

ccヲ 内 服 セ シ メ同 時 ニ體 重100gニ 就 キ 「カ ロ チ

ン」ヲ夫 々0.2mg, 0.2mg, 0.3mg, 05mgヲ 皮

下 注射 セ リ.(實 驗 第1)

第2群 ニハ前 同 樣糖 液 ヲ内服 セ シ メ同 時 ニ體 重

100gニ 就 キ1%ハ 「ヒ ヨ ー ル」酸 曹達 溶 液 ヲ夫 々

0.2cc, 03cc, 05ccヲ 皮 下 注 射 セ リ.(實 驗 第

2)

第3群 ニハ 前 法 同 樣糖 液 ヲ内 服 セ シ メ同 時 ニ體

重100gニ 就 キ 夫 々「カ ロチ ン」0.2mg+1%「 ヒ

ヨ ール 」酸 曹 達 溶液0.7cc,「 カ ロ チ ン」0.2mg+

1%「 ヒ ヨ ール」 酸 曹 達 溶 液0.2cc,「 カ ロチ ン」

0.5mg+1%「 ヒ ヨー ル 」酸 曹達 溶 液0.8cc,「 カ

ロ チ ン」0.1mg+1%「 ヒ ヨ ール」 酸 曹 達 溶 液

0.1ccヲ 皮 下 注 射 セ リ.(實 驗第3)

上述 ハ如 ク處理 シタル動物ハ糖液 ヲ内服 セシメ

テ ヨリ3時 間後頸動脉 ヲ切斷 シ急速 出血死 ニ至 ラ

シメ速 ニ肝臟 ヲ取 出シ秤量 シ,岩 崎,毛 利氏法 ニ

ヨ リ加水分解 ヲ行 ヒBertrand氏 法 ニヨ リ糖量 ヲ

測定 シ之 ヲ糖原 質量 ニ換算 セ リ.

實驗 ニ 用 ヒ タル「カ ロ チ ン」ハ人 參 ヨ リKuhn17)

氏 法 ニ ヨ リ製 出 サ レ タル 「α-Carotin18)」 ニ シヲ 其

ノ熔 融 點 ハ170.5℃ 〔d〕20℃=+105℃(Benzol)

ニ シテ之 ヲ0.1%「 オ リー ブ」油 溶液 トシテ使 用 セ

リ.

第3章　 實 驗 成 績

對 照 實驗 飢 餓 時,糖 液投 與時 ノ肝 臟 糖 原 質

含 有 量 ハ第1-2表 ニ示 ス 如 ク, 24時 間 飢 餓

ノ場 合 及 ビ24時 間 飢 餓 後50%葡 萄 糖 溶 液

1.0ccヲ 内 服 セ シメ タ ル 場 合 ノ 肝 臟 糖 原 質 含

有 百分 率 ハ夫 々平 均0.087%及 ビ0.4346%ナ

リ.即 チ 後 者 ハ 前 者 ヨ リ399.54%ノ 増 加 ヲ

示 セ リ.
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「カ ロチ ン」投 與 時 ハ24時 間 飢餓 後50%葡

萄 糖 溶 液1.0ccヲ 内 服 セ シメ更 ニ第1,第2,

第3,第4群 ニ夫 々體 重100gニ 就 キ0.1mg,

 0.2mg, 0.3mg, 0.5mgノ 「カ ロチ ン」 ヲ 皮

下 注射 シ3時 間 經 タ ル後 肝臟 精 原 質量 ヲ檢 シ

タ ル ニ第3-6表 ニ示 ス如 ク夫 々平 均0.6141%,

 0.7835%, 0.5728%, 0.4596%ナ ル價 ヲ示 セ

リ即 チ第2群(0.2mg)ガ 最 高 ノ數 値 ヲ示 シ

0.2mg以 上 ノ 「カ ロチ ン」ヲ用 ヒタ ル 場合 ハ

其 ノ肝 臟 糖 原 質 生 成 ハ 却 テ 減 弱 シ0.5mgヲ

與 ヘタ ル 場合 ニ ハ糖 ノ ミ與 ヘ タ ル場 合 ニ酷 似

ス.即 チ「カ ロ チ ン」ノ肝 臟 糖 原 質 生 成 促進 作

用 ハ其 ノ用量 ニ ヨ リ異 リ其 ノ大 量 ハ却 テ之 ヲ

障 碍 ス ル事 ヲ知 ル.

1%「 ヒ ヨー ル」酸 曹 達 溶 液 投與 時 ニテ ハ24

時間 飢 餓 後既 述 ノ糖 液 ヲ内 服 セ シメ更 ニ第1,

第2,第3群 ニ體 重100gニ 就 キ 夫 々0.2cc,

 0.3cc, 0.5ccノ1%「 ヒ ヨー ル」酸 曹達 溶 液 ヲ

皮 下注 射 シ3時 間 經 タ ル後 肝 臟 糖 原質 量 ヲ檢

セ シニ第7-9表 ニ示 ス如 ク第1, 2,第3群

ハ夫 々平 均1.0955%, 1.1914%, 0.3630%ノ

値 ヲ示 シ就 中第2群 ハ 高 値 ヲ示 シ葡 萄糖 液

ノ ミ與 ヘ シ場 合 ニ比 シ173%ノ 増 加 ヲ示 セル

モ1%「 ヒヨー ル」酸 曹 達 液0.5cc用 ヒ シ時 ハ

糖 ノ ミ内 服 セ シ メタ ル場 合 ニ比 シハ ル カニ減

少 セ リ.即 チ肝 臟 糖 原 質 生 成 促 進 作 用 ニ於 テ

膽 汁酸 モ亦 其 ノ量 ニ ヨ リ異 リ大 量 ハ却 テ之 ヲ

障碍 スル 事 ハ藏 本19)氏 ノ成績 ト一致 ス.

1%「 ヒヨー ル」酸 曹達 溶 液 及 ビ「カ ロチ ン」

ヲ同時 ニ 投 與 シタ ル 場合 ニ於 テハ24時 間 飢

餓 ノ後 既 述 ノ糖 液 ヲ内 服 セ シ メ更 ニ 第1,第

2,第3,第4群 ニ體 重100gニ 就 キ夫 々 「カ

ロチ ン」0.2mg+1%「 ヒ ヨー ル」酸 曹 達 溶 液

0.1cc,「 カ ロチ ン」0.2mg+1%「 ヒ ヨール」

酸 曹 達 溶 液0.2cc,「 カ ロチ ン」0.5mg+1%

「ヒ ヨー ル」酸 曹 達 溶 液0.8cc,「 カ ロ チ ン」

0.1mg+1%「 ヒ ヨー ル」酸 曹達 溶 液0.1ccヲ

皮 下 注 射 シ3時 間經 タ ル後 肝 臟 糖 原 質 量 ヲ檢

シタ リ.即 チ第10-13表 ニ示 ズ如 ク夫 々平 均

0.4689%, 0.2528%, 0.0908%, 1.1924%ヲ

示 シ就 中第4群 ニ於 テ ハ「カ ロ チ ン」及 ビ「ヒ

ヨール 」酸 溶 液 ノ各 々ガ 肝 臟 糖 原 質 生 成 ヲ増

進 ス ル至 適 量 ノ約 半 量 ヅ ツヲ投 與 シタ ル場 合

ナ ル ガ此 際 肝臟 糖 原質 量 ガ最 高 ノ數 値 ヲ示 シ

糖 ノ ミノ時 ノ實 ニ174.36%ノ 増 加 ヲ示 セ リ.

「カ ロチ ン」0.5mg+1%「 ヒ ヨー ル」酸 曹

達 溶 液0.8ccヲ 同 時 ニ與 ヘ タ ル際 ノ如 キ 其 ノ

糖 同化 作 用 ハ完 全 ニ障 碍 サ レ其 ノ結 果 肝 臟 糖

原 質 量 ハ糖 ヲ與 ヘ ザ ル 空 腹時 ニ相 近 似 ス.即

チ肝 臟 ニ於 テ生 成 セ ラル ル膽 汁酸 ハ食 物 ノ成

分 トシテ攝 取 セ ラ ルル「カ ロチ ン」ト共 ニ肝 臟

ニ於 ケ ル炭 水 化 物 新陳 代 謝 ニ關 與 シ,各 々其

ノ適 量 ナ ル場合 ニ糖 原質 ノ合 成 ヲ促 進 シ,「カ

ロチ ン」ノ過剩 供 給 ハ却 ツテ 其 ノ生 成 ヲ障 碍

ス ル 事 ヲ知 リ得 ベ シ.

如 斯 「カ ロチ ン」ハ「エ ル ゴス テ リン」又ハ 膽

汁酸 ト同樣 肝 臟 糖 原 質 生 成 ヲ促 進 シ,糖 同 化

作 用 ヲ亢 進 ス ル ヲ以 テ前 述 ノ平 井 氏,奥 谷 氏,

石 田氏 等 ノ實驗 成 績 ト比 較 考 案 セバ 「カ ロ チ

ン」ノ ミナ ラ ズ其 ノ化 生物 タ ルVitamin Aモ

亦 糖 新 陳 代 謝 ニ關 與 スル コ トヲ知 ル.

前 述 ノ川 上 及 ビ金 兩 氏,近 森 及 ビ結 城 氏,

東 氏 等 ノ實 驗 即 チ 「ヴ イ タ ミ ン」A及 ビDガ

動 物 ノ發 育 ニ共 同的 ニ作 用 シ「エ ル ゴス テ ン」

及 ビ「ヴ イタ ミン」Dガ 膽 汁酸 ノ生 成 ニ與 カ リ

肝 糖 原質 ノ生成 ヲ促 ス ト云 フ コ トヨ リ考 フ ル
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時 ハ本 實 驗 ニ於 テ ハ 「ヒ ヨー ル」酸 ガ 「ヴ イタ

ミン」Dヲ 代 表 シタ リ ト考 フル ヲ 得 べ ク,動

物 體 内 ニ 於 テ 「ヴ イタ ミン」Aハ 「ヴ イ タ ミ

ン」D或 ハ其 ノ化 生物 ト見 做 サ ルル 膽 汁 酸 ト

共 同 シテ肝臟 ノ炭水 化 物新 陳 代 謝 ノ ミナ ラ ズ

其 ノ他 ノ生理 的 作 用 ヲ營 メ ル コ トヲ推定 シ得

ベ ク.此 事 實 ガ糖 同化 作 用 ニ於 テ ア ラハ レタ

リ ト考 へ得 ベ シ.次 ニ膽 汁酸 ノ大 量 ガ却 テ糖

同 化作 用 ヲ障 碍 スル事 ハ藏 本 氏(1934)ノ 實驗

ニ ヨ リ明 ナ ル モ本 實 驗 ニ於 テ モ亦 此 事 實 ヲ追

證 シ得 タ リ.更 ニ「カ ロチ ン」大量 ヲ與 フル 場

合 ハ少量 ヲ與 ヘタ ル場 合 ニ比 シ其 ノ肝臟 糖 原

質 生 成 促 進 作 用 ガ著 シク減 弱 スル ハ從 來 盛 ニ

稱 ヘ ラル ル 「ヴ イタ ミン」A過 剩 症 ガ 多 ク ノ

場 合 混 在 セ ル 「ヴ イタ ミン」Dニ 歸 セ ラ ル ル

ニ 反 シ本實 驗 ニ ヨ リ少 ナ ク トモ炭 水 化物 新 陳

代 謝 ニ於 テA-Hypervitaminoseノ 存 在 ス

ル事 ヲ證 明 シ得 タ リ.

第4章　 結 論 及 ビ文獻

1.「 カ ロチ ン」ハ正 常 白鼠 ノ肝 臟 糖 原 質 生

成 ヲ促 進 ス ル モ其 ノ大 量 ハ却 テ其 ノ作 用 ヲ障

碍 ス之恐 ラク ハ「カ ロチ ン」ノ有 毒作 用 ニ基 因

スル モ ノナ ラ ン.

2.「 カ ロチ ン」ト膽 汁酸 トハ各 々至 適 量 ニ

於 テ肝 臟 糖 原 質 生 成 ヲ共 同 的 ニ促 進 ス.即 チ

「ヴ イタ ミン」Aハ 膽 汁酸 ト共 ニ 糖 新 陳 代 謝

ニ關 與 スル 事 ヲ知 ル.

終 リニ臨 ミテ御懇篤 ナル御指導 ト御校 閲 ヲ賜

ハ リタル恩 師清水教授竝 ニ種 々御助言 ヲ忝 ウシ

タル寺 岡講師及 ビ山崎學士 ニ謹 ンデ深謝 ス.

(本論 文 ハ昭和9年4月 榮養學會 ニ於テ 講演

セ リ)

表I(對 照)

飢 餓 時

平 均 値(%)0.0870

表II(對 照)

葡 萄 糖 投 與 時

平 均 値(%)0.4346
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表III

葡 萄 糖 及 ビ「カ ロチ ン」0.1mg投 與 時

平 均 値(%)0.6141

表IIII

葡萄 糖 及 ビ「カ ロチ ン」0.2mg投 與 時

平 均 値(%)0.7835

表V

葡 萄 糖 及 ビ「カ ロチ ン」0.3mg投 與 時

平 均 値(%)0.5728

表VI

葡 萄 糖 及 ビ「カ ロチ ン」0.5mg投 與 時

平 均 値(%)0.4596
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表VII

葡 萄 糖 及 ビ「ヒ ヨー ル」酸2mg投 與 時

平 均 値(%)1.0955

表IIX

葡 萄糖 及 ビ「ヒヨー ル」酸3mg投 與時

平 均 値(%)1.1914

表IX

葡 萄 糖 及 ビ「ヒ ヨー ル」酸5mg投 與 時

平 均 値(%)0.3630

表X

葡 萄 糖「カ ロチ ン」0.2mg及 ビ

「ヒ ヨー ル」酸1mg投 與 時

平 均 値(%)0.4689
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表XI

葡 萄 糖 「カ ロチ ン」0.2mg及 ビ

「ヒ ヨー ル」酸2mg投 與時

平 均 値(%)0.2528

表XII

葡萄 糖 「カ ロチ ン」0.5mg及 ビ

「ヒヨー ル」酸8mg投 與 時

平 均 値(%)0.0906

表XIII

葡 萄 糖 「カ ロチ ン」0.1mb及 ビ

「ヒ ヨー ル」酸1mg投 與 時

平 均 値(%)1.1924
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